
体育実技Ａ（フットサル） 1 単位（春学期）
初級者から上級者までフットサルを楽しく学ぶ！
春学期： 木１/木２/木３

森本 美行

授業の目的：

サッカー男子日本代表、なでしこジャパンの人気と共にプレーを楽

しみたいという人も増えてきました。しかしサッカーは場所や人数、

経験の有無によって実際にプレーするという意味ではややハードル

が高くなってしまっています。フットサルはバスケットボールコー

ト程度のスペースで５人対５人で接触プレーが禁止されているため

気軽に、かつそれぞれのレベルに合わせて安全に楽しむことができ

ます。昨年カズ選手も参加したワールドカップ以降人気が高まって

きたフットサルを楽しく学びプレーすることが本授業の目的です。

授業の計画：
1 フットサルイントロダクション

ルール、サッカーとの違い、注意すべきこと等

2 基礎技術修得１

止める/蹴る/動く等フットサルに必要な基本動作

3 基礎技術修得２

止める/蹴る等フットサルに必要な基本動作の応用編

動きながらの基本動作

4 基本戦術１

１対１、２対１、２対２等個人戦術から小グループ戦術のトレ

ーニング

5 基本戦術２

フットサルのフォーメーションの理解とフォーメーションに合

った戦術トレーニング

6 トレーニングマッチ１

レベルごとにチーム分けを行いトレーニングマッチを行う。

7 トレーニングマッチ２

レベルごとにチーム分けを行い前週と異なる組分けでトレーニ

ングマッチを行う。

8 トレーニングマッチ３

レベルを考慮せず混合チームでのトレーニングマッチを行う。

9 トレーニングマッチ４

レベルを考慮せず前週とは異なる組分けの混合チームでのトレ

ーニングマッチを行う。

10 トレーニングマッチ５

レベルを考慮せず前週とは異なる組分けの混合チームでのトレ

ーニングマッチを行う。

11 リーグ戦１週目

レベル毎の人数比を考慮したチーム作りを行い、そのチームで

リーグ戦を行う。

12 リーグ戦２週目

レベル毎の人数比を考慮したチーム作りを行い、そのチームで

リーグ戦を行う。

13 リーグ戦３週目

レベル毎の人数比を考慮したチーム作りを行い、そのチームで

リーグ戦を行う。

14 リーグ戦４週目

レベル毎の人数比を考慮したチーム作りを行い、そのチームで

リーグ戦を行う。

15 リーグ戦５週目

レベル毎の人数比を考慮したチーム作りを行い、そのチームで

リーグ戦を行う。

成績評価方法：

出席60％（２/３以上出席しないと評価しない/遅刻２回で欠席扱いと

する）

技術10％（ボールを止める、蹴るという基本技術で評価）

理解10％（ゲーム中の判断等競技理解のレベルで評価）

態度20％（授業がスムーズに進められるように協力的か評価）

実施場所：

記念館

服装携帯品等：

運動が出来るユニフォーム、ジャージ等の体操着

フットサル用（屋内専用）シューズ

体育実技Ａ（フットサル） 1 単位（秋学期）
リーグ戦による実戦形式で技術を向上し、戦術理解を深める。
秋学期： 木１/木２/木３

森本 美行

授業の目的：

昨年ワールドカップ以降人気が高まってきたフットサルを楽しく学

びプレーすることが本授業の目的です。その目的を達成するために

リーグ戦形式で多くの試合を行い、その試合を通して自ら課題を考

え、次の試合に臨み、改善していくというPlan→Do→Check→Action
のサイクルでプレーレベルを向上させてきます。

授業の計画：

第１回　イントロダクション：授業の目的、注意事項、ルール等の

確認と基本トレーニング

第２回　リーグ戦第１クール第１節（２週目～５週目まで）組分け

第３回　リーグ戦第１クール第２節（２週目～５週目まで）

第４回　リーグ戦第１クール第３節（２週目～５週目まで）

第５回　リーグ戦第１クール第４節（２週目～５週目まで）

第６回　リーグ戦第２クール第１節（６週目～１０週目まで）組分

け

第７回　リーグ戦第２クール第２節（６週目～１０週目まで）

第８回　リーグ戦第２クール第３節（６週目～１０週目まで）

第９回　リーグ戦第２クール第４節（６週目～１０週目まで）

第１０回　リーグ戦第２クール第５節（６週目～１０週目まで）

第１１回　リーグ戦第３クール第１節（１１週目～１５週目まで）

組分け

第１２回　リーグ戦第３クール第２節（１１週目～１５週目まで）

第１３回　リーグ戦第３クール第３節（１１週目～１５週目まで）

第１４回　リーグ戦第３クール第４節（１１週目～１５週目まで）

第１５回　リーグ戦第３クール第５節（１１週目～１５週目まで）

成績評価方法：

出席60％（２/３以上出席しないと評価しない/遅刻２回で欠席扱いと

する）

技術10％（ボールを止める、蹴るという基本技術を試合中動きを伴

って出来るかで評価）

理解10％（ゲーム中の判断等競技理解のレベルで評価）

態度20％（授業がスムーズに進められるように協力的か評価）

実施場所：

記念館

服装携帯品等：

運動が出来るユニフォーム、ジャージ等の体操着

フットサル用（屋内専用）シューズ
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